




























































































































































































































(4)田所 ｢水が盈 霊ままより｣ (｢シ ･日本沈没｣)
(5)テレビから興奮した実況アナの声 ｢イーグル友田が見事に安達英志
を盛忠志転義9--･あっ､コミッション｡ドクターが愚三重豊豊立


























(8)酔いで､ふらつく笹子｡伊織 ｢大丈夫か ｣` 笠子 ｢急造盈遮 ｢′｣
(荒井晴彦 ｢シナリオ ･ひとひらの雪｣)
(9)札を三枚放り出し､伊織 ｢カンパするよ､,｣ 望月 ｢そうですか｡
じゃ､遠慮なくいただきますO盈ぬ藍蓋嘉L｣
(｢シ｡ひとひらの雪｣)




































































































































































































(15) 田所 ｢で､計画とはなんだね､′｣ 男A ｢趣旨に賛同していたけ
ると思いますので､私の身分と名前を･-･･畠国表意義望塵塵£
去り｣ 男B ｢私は望盈 --情報科学専攻､息藍盈鮎腰 遠虚
底藍まま√｣ (｢シ ･日本沈没｣)











































(18) 小野寺 rもうすぐ "わだっみ2号"が盈忘忘孟蓋｡そしたらロー
テーションが少し楽になります｢｣ (｢シ ｡日本沈没｣)
(19) 幸長 ｢午後三時から北斗で､これまでの調査の中間発表が盈
ゑ L｣中田 ｢午後三時?｣ 邦枝 ｢防衛庁から-リで霞ケ浦基地-
行き､霞Lr浦からは湘卜.二l'il紺 ‥`LrlPStだ ｣
(｢シ ｡日本沈没｣)


























































(2)錬口 ｢だって､これSFだろうo｣ 膳上 ｢そう､SFですから
なし.｣ 雑上 ｢sFだものな｡落とそうよ｡審査委員の見識を監査
















































































































では､事態は､もはや情報 ･知識の貯蔵庫か ら取 り出された く既得情報〉




それを く確認〉 と く確信〉 とに分け､その内実とそれ らの特性について､



















5) もっとも､ ｢ハズダ｣に関しては､ ｢たしか､まえはもっと手前に盗孟急追濫
造盟£-- きっと邪魔になるので壁に寄せたんだO(藤原智美 ｢運転手｣)｣のよ
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